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URIT; C190rf2; NNX3; PPP1R19; RMP; URI; Unconventional prefoldin RPB5 interactor 1;
Protein NNX3; Protein phosphatase 1 regulatory subunit 19; RNA polymerase Il subunit 5-
mediating protein; RPB5-mediating protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、分子シャペロンであるプレフォールディンファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は足場タンパク質として機能し、RNAポリメラーゼIIサブユニットRPB5との相互作用を介して、ユビキチン化および転写に関与しています。この遺伝子は、卵巣がんや肝細胞がんを含む複数の悪性腫瘍において関与している可能性があります。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されており、この遺伝子の擬似遺伝子は22番染色体長腕に位置する。[RefSeq提供、2011年11月],機能：転写因子（PFD）および転写とユビキチン化に関与するタンパク質を含むプレフォールディン様複合体を組み立てることができる足場タンパク質と考えられる。,類似性：RNAポリメラーゼIIサブユニット5媒介タンパク質ファミリーに属する。,サブユニット：PFD2、POLR2E/RPB5、TIP48、TIP49、およびURIを含むURI複合体の構成要素。POLR2E/RPB5およびLRPPRCと相互作用する。,組織特異性：普遍的。,
	研究分野
	神経科学; 感覚系; 視覚系; 神経科学; 発達
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	RMP抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはRMPペプチドでブロッキングされている。
	

	RMP抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右レーンはRMPペプチドでブロッキングされている。
	

	RMP 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

